
平成２９年度 教育研究所事業計画

１．基本方針

土佐清水市市民憲章、教育行政基本方針に則り、各学校の実践を尊重し、密接な連携を

図りながら、 生涯学習を視野に入れた、必要で可能な支援を行います。

２．研究テーマ

「教師力を高めるために教育実践上の諸問題を調査・研究し、研修を支援する」

３．事業計画（重点施策）

（１）教員の資質・指導力の向上の取組

① 転入教職員研修会（地域学習会）の開催

・関係機関と連携して教職員の研修を支援します。

② 校内研修や教育活動への支援

・校内研修への参加並びに取組の情報発信を行うことで実践の共有化を図ります。

③ ＩＣＴ機器等を活用した授業研究会の開催

・小中連携と指導力を深めるために、各教科における指導法に関する研修を行います。特に小学校

外国語活動担当者や中学校教員を対象に、系統的な外国語活動の指導法に関する研修を行います。

④ 外国語教育コア・エリア実践研究指定事業の推進（推進会議年６回）

（２）学力向上の取組

① 学力向上検討委員会の開催・支援（教育委員会との連携）

・各校の全国学力学習状況調査、標準学力調査、高知県学力定着状況調査の結果を分析し、学力の

向上を目指した方策について検討し、指導内容・指導方法の工夫改善等について提言を行います。

② 教育推進委託費による事業（土佐清水市教育研究集会の運営）

・市内教職員の自主的研修（教科等指導力向上）を推進する土佐清水市教育研究集会を支援します。

・事務局として教育研究集会の充実に努めます。

ア． ４月１９日（水） 組織教研〔全体会、各部会研修〕

イ． ８月２２日（火） 一日教研〔模擬授業、講演会、各部会研修〕

講師：菊池 省三 先生

ウ．１１月 ８日（水） 半日教研〔午後・各部会研修（授業研を基本に）〕

エ．平成３０年 １月２６日（金）までに各部会総括教研を開催する。

オ．研究集録『清水の教育』の発行

③ 教育調査研究委託費による事業

研究協力校、研究員（グループ）を委嘱し、共同で研究を行います。

（３）豊かな心と健やかな体の育成

① 教育相談に関する事業

・保護者、教職員の相談に応じ、ＳＳＷと連携して支援します。

② 定期的な学校訪問

・各学校の教職員や児童生徒とのコミュニケーションを図り、相談体制の充実を図ります。

・不登校、問題行動、その他児童生徒の実態を把握し、より効果的、具体的な方策を学校や関係機

関と連携して研究します。

③ ＳＳＷとの連携

・ＳＳＷとの連携を図りながら生徒指導上の課題に対応し、児童生徒の置かれた様々な環境に働き

かけ支援を行うと共に、教育相談体制を整備します。

④ 適応指導教室との連携

・適応指導教室の運営に参加します。

⑤ 教育支援コーディネーター連絡協議会の開催



・「 あすなろネットワーク 」を中心とした連絡協議会を持ち、市内保育所、幼稚園、小中学校高等

学校、その他関係機関との連携を深め、コーディネーターのスキルアップのための研修を進めます。

※「あすなろネットワーク」

・不登校児童生徒の未然防止と早期対応のための実態調査や事例研究、児童生徒が安心して過ごせ

る学級、学校づくりのための研修やカウンセリング研修を行い、スキルアップを図ることで、各

学校において教育支援コーディネーターが実践リーダーとしての役割を果たし、教職員の意識改

革と支援力・対応力の向上に繋げます。

・学校だけでは対応しきれない問題などについて整理すると共に、関係機関と連携し、家庭への

効果的な支援や家庭教育の向上等に努めます。

・年間５回の研修会を開催します。

⑥ 引きこもり児童生徒及び若年無就業者の学校復帰また社会復帰への支援活動を行います。

併せて、生活困窮者自立促進支援事業に対して資料や情報提供をしていくことで連携を深めてい

きます。

（４）特別支援教育支援

学校並びに特別支援教育研究会の支援要請に応えます。

（５）情報教育に関する事業

情報教育の支援及び環境整備に努めます。

① 教育センター・教育研究所のホームページの充実

・研究所のホームページを更に充実します。

② 市内小・中学校のホームページの作成と更新等の支援

・各学校の情報担当者と連携しながら研究し、支援を進めます。

③ 教職員対象のパソコン講座等

・夏季休業中にパソコン講座等を実施します。

④ ＩＣＴ機器を有効利用した授業展開の研究

・パソコン、タブレット、電子黒板等のＩＣＴ機器を有効に利用したわかりやすい授業づくりの研

究を進めます。

⑤ 情報教育による校内研修の充実

・学校の要請に対し校内研修を支援します。

（６）資料収集に関する事業

教育関係図書、研究資料、ＤＶＤ等の資料を収集し提供します。

① 研究資料の整理と活用を図ります。

② 教育研究所機関、大学等の調査研究報告書等の資料を収集します。

（７）刊行物

調査研究の成果として研究紀要を編集し活用を図ります。

① 平成２９年度研究報告書『清水の教育』発行

②『研究所だより』発行

③ 社会科副読本「土佐清水市のくらし」（３・４年生用）の増刷・配布

（８）教育研究所運営審議会

教育研究所の適正な運営を図るために年間３回の審議会を開催します。

（９）教育研究所連絡協議会

県教育研究所連絡協議会（年２回）に参加し、課題を共有・協議することで、学力の向上など諸課

題の解決に対する取組の充実を図ります。


